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農作物病害虫発生速報 №２ 小麦 編－１ 

 岩手県病害虫防除 所 

県内の小麦は、間もなく重点防除時期（開花期）を迎えます。 

すべての品種で適期に２回以上の薬剤散布を必ず行いましょう。 

防除適期に降雨が続く場合でも、確実に防除を行いましょう。 

 

現在の状況 

１ ５月７日の巡回調査（県南部）では、多くの圃場で出穂期を迎えている。 

２ 小麦作況圃（北上市）の出穂期は平年よりやや早く、県内ではまもなく重点防除時期（開花期）を迎えると

予想される（表１）。 

表１ 小麦の生育状況（岩手県農業研究センター（北上市）） 

 

 

 

 

 

※（ ）は今後の気温が平年値＋２℃で推移した場合の予想 

※「ナンブコムギ」の出穂期は参考値 

 

防除対策 

令和４年産県産麦でのＤＯＮ基準値超過の再発防止に向けて、赤かび病の感染を防ぐため、防除は適期に２回

以上行うことを基本とする（下表）。 

表 赤かび病防除の実施時期 

回数 実施時期 

１回目（必須） 開花始～開花期 

２回目（必須） １回目の防除時期の７～10日後 

３回目（２回目防除後に曇雨天が続く場合） ２回目の防除時期の７～10日後 

 

（１）赤かび病菌は開花した穂に感染するため、１回目の防除（開花期始め～開花期）が最も効果的である。圃

場毎に生育状況を把握・記録し、適期に必ず行う。 

（２）防除適期に降雨が続く場合でも、短い晴れ間を利用するなどして、確実に防除を行う。 

（３）使用する農薬は、赤かび病に適用があり、赤かび粒発生抑制及びＤＯＮ含有濃度を低減する効果が高い薬

剤を選択する。また、耐性菌の出現を防ぐため、同一系統の薬剤の連続使用は避ける。 

（４）２回目防除後に曇雨天が続く場合は、３回目防除を実施する。その場合、農薬の収穫前日数に注意する。 

（５）赤かび粒の混入を回避するため、罹病した穂の抜き取りを行う。成熟期前で穂が緑色の時期は罹病穂を識

別しやすいので、この時期に抜き穂を行う。 

 

【利用上の注意】 

・農薬は、使用前に必ずラベルを確認し、使用者が責任を持って使用しましょう。 

・農薬使用の際は（１）使用基準の遵守（２）飛散防止（３）防除実績の記帳 を徹底

しましょう。 

【情報のお問い合わせは病害虫防除所まで】ＴＥＬ 0197(68)4427 ＦＡＸ 0197(68)4316 

☆この情報は、いわてアグリベンチャーネットでもご覧いただけます。 

アドレス https://www.pref.iwate.jp/agri/i-agri/boujo/index.html 

 

Ｒ８ 平年 平年差 Ｒ８ 平年 平年差

ナンブコムギ 5/6 5/7 -1日 (5/15頃) 5/16 (-1日)

ゆきちから 5/4 5/7 -3日 (5/14頃) 5/17 (-3日)

品種
出穂期 開花期


